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1 

土
地
改
良
の
本
質

　
六
年
程
前
に
旧
知
の
進
藤
か
ね
ひ
こ
氏
が
参
議
院
議

員
に
初
当
選
し
た
こ
と
を
契
機
に
、本
コ
ラ
ム
11
で「
土

地
改
良
投
資
の
ゆ
く
え
│
進
藤
か
ね
ひ
こ
の
時
代
│
」

を
論
じ
た
。
二
期
目
を
目
指
す
進
藤
氏
に
は
更
な
る
時

代
変
革
が
待
っ
て
い
る
。
民
主
主
義
と
専
制
主
義
の
対

立
、日
本
の
経
済
的
停
滞
の
行
く
末
、大
災
害
や
感
染
症

の
蔓
延
、地
球
環
境
問
題
、急
激
な
技
術
革
新
な
ど
の
時

代
状
況
に
あ
っ
て
土
地
改
良
を
背
負
う
こ
と
に
な
る
。

　
土
地
改
良
の
本
質
は
農
業
と
い
う
産
業
の
設
備
投
資

で
、
農
業
の
生
産
性
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、
経
済
成

長
に
寄
与
し
豊
か
な
社
会
を
実
現
す
る
。
生
産
性
と
は

農
産
物
の
価
値
（
付
加
価
値（
注
1
））
を
投
入
さ
れ
た
生

産
要
素
の
額
で
除
し
た
も
の
で
あ
る
。
生
産
要
素
に
は
、

土
地
な
ど
の
天
然
資
源
と
農
業
機
械
や
土
地
改
良
の
よ

う
な
資
本
と
労
働
が
あ
る
。
今
回
は
土
地
改
良
投
資
の

ゆ
く
え
を
本
質
を
見
据
え
な
が
ら
論
じ
る
。

2 
需
要
の
変
化
を
見
据
え
た
技
術
開
発

　
市
場
経
済
で
は
需
要
に
応
じ
て
供
給
が
あ
る
の
だ
か

ら
、
先
ず
需
要
サ
イ
ド
か
ら
農
業
の
生
産
性
を
考
え
る
。

生
産
性
の
計
算
で
分
子
に
当
た
る
付
加
価
値
額
は
、
農

産
物
の
販
売
数
量
と
単
価
に
よ
る
。
国
内
の
販
売
数
量

は
人
口
減
少
期
で
期
待
で
き
な
い
が
、
消
費
者
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
多
様
で
高
品
質
な
農
産
物
が
安
定
的
に
供

給
さ
れ
れ
ば
、
農
業
者
の
よ
り
高
い
評
価
と
単
価
で
安

定
的
に
農
産
物
を
販
売
で
き
る
。

　
農
産
物
の
輸
出
増
加
は
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
成
長

や
和
食
ブ
ー
ム
の
他
、
訪
日
外
国
人
に
よ
る
安
価
で
美

味
で
良
質
な
日
本
の
食
品
の
体
験
に
加
え
、
一
九
九
五

年
に
比
べ
て
半
分
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
円
安
（
購
買

力
ベ
ー
ス
）
が
牽
引
し
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。
零
細

な
輸
出
業
者
が
多
い
こ
と
も
踏
ま
え
、
一
過
性
の
も
の

と
し
な
い
政
策
が
必
要
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
需
要
に
対
応
し
た
品
種
開
発
や
農
法
は
農

学
（
生
産
農
学
）
の
対
象
で
あ
る
。
土
地
改
良
は
土
地

に
合
体
し
た
耐
用
年
数
の
長
い
投
資
で
あ
り
、
生
産
物

の
多
様
化
や
高
質
化
の
テ
ン
ポ
に
合
わ
せ
る
困
難
は
大

き
く
、
十
分
な
技
術
的
見
通
し
と
開
発
方
針
を
持
た
な

い
と
陳
腐
化
し
て
し
ま
う
。
農
学
技
術
と
の
よ
り
深
い

連
携
の
上
で
土
地
改
良
の
技
術
開
発
が
必
要
と
な
る
。

3 

生
産
要
素
の
質
的
な
向
上

　
供
給
サ
イ
ド
か
ら
生
産
性
の
向
上
を
考
え
る
と
、
生

産
要
素
の
量
的
増
加
か
質
的
向
上
が
必
要
で
あ
る
。
量

的
増
加
で
は
農
業
労
働
は
減
少
し
、
労
働
を
補
う
機
械

化
な
ど
に
必
要
な
投
資
も
頭
打
ち
で
あ
る（
注
2
）。
土
地

改
良
は
多
面
的
な
機
能
も
あ
っ
て
公
的
資
金
が
大
き
な

役
割
を
占
め
る
。
二
〇
一
〇
年
度
予
算
の
大
幅
な
減
額

後
に
、
進
藤
議
員
の
貢
献
も
あ
っ
て
持
ち
直
し
て
い
る

も
の
の（
注
2
）、
厳
し
い
予
算
制
約
下
で
投
資
額
の
維
持
・

増
加
が
危
惧
さ
れ
る
。

　
一
方
、
生
産
要
素
の
質
的
向
上
は
、
技
術
の
進
歩
、

無
形
資
本
の
蓄
積
、
労
働
者
の
ス
キ
ル
向
上
、
経
営
効

率
や
組
織
運
営
効
率
の
改
善
な
ど
で
あ
る
。
経
済
成
長

の
二
大
源
泉
と
さ
れ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン（
技
術
革
新
）

と
人
的
資
本
の
質
的
向
上
が
重
要
と
な
る
。
最
近
の
成

長
戦
略
で
は
デ
ジ
タ
ル
化
投
資
と
グ
リ
ー
ン
投
資
（
脱

炭
素
化
な
ど
の
環
境
配
慮
の
投
資
）
に
力
点
が
置
か
れ

る
。
デ
ジ
タ
ル
化
投
資
は
低
コ
ス
ト
化
や
高
品
質
化
と

い
っ
た
生
産
性
の
向
上
へ
の
寄
与
が
期
待
さ
れ
る
が
、
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グ
リ
ー
ン
投
資
は
短
期
的
に
は
生
産
コ
ス
ト
上
昇
に
つ

な
が
る
可
能
性
が
高
い
。
土
地
改
良
も
性
格
の
異
な
る

投
資
を
同
時
に
行
う
こ
と
に
な
る
。
グ
リ
ー
ン
投
資
は

本
コ
ラ
ム
29
で
も
論
じ
た
の
で
今
回
は
デ
ジ
タ
ル
化
投

資
を
考
え
よ
う
。

4 

デ
ジ
タ
ル
化
投
資
と
土
地
改
良

　
デ
ジ
タ
ル
化
に
は
事
務
処
理
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
機
械

の
デ
ジ
タ
ル
化
が
あ
る
。
土
地
改
良
実
施
に
係
る
公
的

な
手
続
も
多
い
の
で
前
者
は
重
要
で
あ
る
。
一
方
、
機

械
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
生
産
現
場
の
無
人
化
と
安
定
化
を

実
現
し
全
体
の
生
産
性
を
高
め
る
。
こ
の
た
め
に
は
、

有
形
の
物
理
的
施
設
と
無
形
の
サ
イ
バ
ー
空
間
（
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
仮
想
的
な
空
間
）
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
結
ば
れ
相
互
に
制
御（
I
O
T
化
）

す
る
必
要
が
あ
る
。
農
業
で
は
、
圃
場
の
水
分
量
や
土

壌
や
気
温
な
ど
の
情
報
を
セ
ン
サ
ー
で
集
め
て
、
農
作

物
に
適
切
な
時
期
に
最
適
な
水
や
肥
料
の
供
給
を
遠
隔

操
作
や
自
動
管
理
す
る
。
更
に
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
な
ど

に
よ
り
省
力
化
す
る
ス
マ
ー
ト
農
業
が
実
現
す
る
。
土

地
改
良
は
水
源
か
ら
圃
場
レ
ベ
ル
の
施
設
に
よ
る
水
管

理
を
制
御
し
、
A
I
（
人
工
知
能
）
を
使
っ
た
自
動
管

理
に
進
む
。

　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
視
点
か
ら
考
え
る
と
、
機
械
の

デ
ジ
タ
ル
化
に
合
わ
せ
て
、
土
地
改
良
事
業
計
画
、
水

源
施
設
、
圃
場
設
備
な
ど
の
技
術
開
発
が
必
要
に
な
る
。

人
的
資
本
の
質
的
向
上
の
視
点
か
ら
は
、
有
形
と
無
形

の
空
間
を
一
貫
し
て
上
手
に
組
み
合
わ
せ
る
「
つ
な
ぐ

人
材
」
の
育
成
が
急
務
で
あ
る
。
土
地
改
良
施
設
と
そ

の
運
用
も
知
り
つ
つ
、
急
速
に
進
む
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

開
発
に
も
対
応
で
き
る
人
材
で
あ
る
。
特
に
シ
ス
テ
ム

を
直
接
使
用
す
る
土
地
改
良
区
の
人
材
が
問
わ
れ
る
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
技
術
は
専
門
性
が
高
く
、
技
術
進
歩
が

著
し
く
速
い
の
で
、
新
卒
未
経
験
者
に
対
す
る
O
J
T

（
職
場
内
訓
練
）
な
ど
の
長
期
の
組
織
内
教
育
訓
練
に

よ
る
人
材
育
成
で
は
時
間
が
か
か
る
。
当
面
は
ジ
ョ
ブ

型
雇
用（
注
3
）
で
補
い
な
が
ら
、
職
務
内
容
を
明
確
に
し

て
適
材
を
配
置
し
リ
ス
キ
ン
グ
（
学
び
直
し
）
を
す
る

こ
と
に
な
る
。
地
域
の
大
学
な
ど
と
の
協
力
、
都
道
府

県
土
地
連
で
の
専
門
技
術
者
の
配
置
や
リ
ス
キ
ン
グ
教

育
、
全
国
ベ
ー
ス
の
長
期
研
修
な
ど
の
検
討
も
必
要
と

な
る
。

5 

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
に
適
し
た
農
村
づ
く
り

　
本
シ
リ
ー
ズ
25
と
27
で
、
人
流
を
阻
む
コ
ロ
ナ
禍
が

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
普
及
を
加
速
化
さ
せ
、
地
価
が
安
く

広
々
と
し
た
居
住
空
間
で
自
宅
療
養
や
子
育
て
も
容
易

な
地
方
・
農
村
居
住
に
注
目
が
集
ま
る
と
論
じ
た
。
そ

の
後
も
、
東
京
か
ら
の
転
出
者
の
増
加
が
続
い
て
い
る
。

農
村
は
本
来
農
業
と
い
う
産
業
の
生
産
地
域
に
農
業
就

業
者
の
住
居
が
付
帯
し
て
い
る
職
住
隣
接
地
帯
で
あ
る
。

こ
の
地
域
に
農
業
と
直
接
関
係
の
な
い
産
業
立
地
や

人
々
の
居
住
を
推
進
す
る
政
策
は
、
昭
和
四
十
六
年
の

「
農
村
地
域
工
業
等
導
入
促
進
法
」（
現
「
農
村
地
域
へ

の
産
業
の
導
入
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
」（
農
村
産

業
法
））
に
始
ま
り
、農
村
整
備
事
業
の
創
設
か
ら
「
誰

で
も
住
ん
で
み
た
い
村
に
」
と
い
う
標
語
に
至
る
。

　
従
来
、
農
地
を
主
体
と
し
た
土
地
利
用
計
画
、
土
地

改
良
イ
ン
フ
ラ
と
の
調
整
、
脆
弱
な
生
活
関
連
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
を
推
進
さ
れ
た
。
更
に
デ
ジ
タ
ル
化
の
環
境

整
備
も
加
わ
る
。
岸
田
政
権
の
言
う
デ
ジ
タ
ル
田
園
都

市
構
想
に
通
じ
る
。

6 

進
藤
か
ね
ひ
こ
の
時
代

　
二
期
目
の
進
藤
議
員
が
担
う
土
地
改
良
を
通
じ
た
強

い
農
業
と
豊
か
な
農
村
の
実
現
は
、
大
技
術
変
革
と

待
っ
た
な
し
の
構
造
変
革（
注
4
）
が
眼
前
に
控
え
る
中
で

行
わ
れ
る
。
何
よ
り
も
土
地
改
良
技
術
と
ソ
フ
ト
ス
キ

ル
も
含
む
他
分
野
の
技
術
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

必
要
に
な
る
。
事
業
制
度
も
農
村
整
備
制
度
が
発
足
し

た
昭
和
四
十
年
代
後
半
以
来
の
大
変
革
に
な
る
だ
ろ
う
。

土
地
改
良
関
係
者
の
奮
起
が
期
待
さ
れ
る
。

【
注
1
】
付
加
価
値
と
は
、
生
産
過
程
で
新
た
に
加
え
ら
れ
た
価
値
で
、

総
生
産
額
か
ら
原
材
料
費
・
燃
料
費
な
ど
と
減
価
償
却
費
を
差
し
引
い

た
人
件
費
・
利
子
・
利
潤
の
合
計
に
な
る
。

【
注
2
】
二
〇
二
一
年
三
月
に
公
表
さ
れ
た
農
業
・
食
料
産
業
の
経
済
計

算
（
概
算
）
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
一
年
に
対
し
二
〇
一
九
年
の
概
算
実

質
値
を
比
較
す
る
と
、
農
機
具
で
九
一
・
七
%
、
土
地
改
良
一
一
七
・
六

%
で
あ
る
。

【
注
3
】
ジ
ョ
ブ
型
雇
用
と
は
、
企
業
が
職
務
内
容
な
ど
を
明
確
に
決
め

て
雇
用
契
約
を
結
び
、
そ
の
契
約
の
範
囲
内
の
み
で
働
く
制
度
で
、
欧

米
諸
国
で
一
般
的
と
さ
れ
る
。
日
本
で
は
社
員
評
価
を
労
働
時
間
で
は

な
く
成
果
で
評
価
す
る
場
合
に
も
採
用
さ
れ
る
。
職
務
を
限
定
せ
ず
新

卒
で
正
社
員
を
一
括
採
用
す
る
雇
用
シ
ス
テ
ム
（
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
型
）

は
日
本
独
特
の
も
の
だ
と
言
わ
れ
る
。

【
注
4
】
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
よ
れ
ば
、
二
〇
二
〇
年
で
は
、
ふ
だ
ん
仕

事
と
し
て
主
に
自
営
農
業
に
従
事
し
て
い
る
基
幹
的
農
業
従
事
者
は

一
三
六
万
人
で
一
〇
年
前
に
比
べ
約
半
数
に
な
り
、
う
ち
六
五
歳
以
上

は
九
四
・
九
%
で
あ
る
。
一
方
、
五
年
間
の
販
売
金
額
規
模
別
の
農
業
経

営
体
数
は
、
三
、〇
〇
〇
万
円
以
下
は
全
て
減
少
し
、
三
、〇
〇
〇
万
円

以
上
は
約
一
〇
%
以
上
増
加
し
て
い
る
。

【
参
考
引
用
文
献
】

• 

柴
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友
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：
現
場
の
全
体
最
適
化
を
狙
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、
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本
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（
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刊
）、

二
〇
二
二
年
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三
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一
日

• 

森
川
博
之
：
気
づ
き
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泉
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日
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経
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（
朝

刊
）、
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日

• 

大
湾
秀
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：
人
的
資
本
投
資
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増
大
促
進
も
、
日
本
経
済
新
聞
（
朝

刊
）、
二
〇
二
二
年
二
月
九
日
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土
地
改
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六
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前
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藤
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こ
氏
が
参
議
院
議

員
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を
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機
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ラ
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地
改
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投
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か
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の
時
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│
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を
論
じ
た
。
二
期
目
を
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す
進
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に
は
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る
時

代
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。
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主
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主
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の
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、日
本
の
経
済
的
停
滞
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。
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改
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の
本
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は
農
業
と
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う
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の
設
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投
資

で
、
農
業
の
生
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性
を
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め
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こ
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よ
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成
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与
し
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な
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を
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す
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性
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の
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値
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を
投
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れ
た
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で
除
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た
も
の
で
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る
。
生
産
要
素
に
は
、

土
地
な
ど
の
天
然
資
源
と
農
業
機
械
や
土
地
改
良
の
よ

う
な
資
本
と
労
働
が
あ
る
。
今
回
は
土
地
改
良
投
資
の

ゆ
く
え
を
本
質
を
見
据
え
な
が
ら
論
じ
る
。

2 
需
要
の
変
化
を
見
据
え
た
技
術
開
発

　
市
場
経
済
で
は
需
要
に
応
じ
て
供
給
が
あ
る
の
だ
か

ら
、
先
ず
需
要
サ
イ
ド
か
ら
農
業
の
生
産
性
を
考
え
る
。

生
産
性
の
計
算
で
分
子
に
当
た
る
付
加
価
値
額
は
、
農

産
物
の
販
売
数
量
と
単
価
に
よ
る
。
国
内
の
販
売
数
量

は
人
口
減
少
期
で
期
待
で
き
な
い
が
、
消
費
者
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
多
様
で
高
品
質
な
農
産
物
が
安
定
的
に
供

給
さ
れ
れ
ば
、
農
業
者
の
よ
り
高
い
評
価
と
単
価
で
安

定
的
に
農
産
物
を
販
売
で
き
る
。

　
農
産
物
の
輸
出
増
加
は
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
成
長

や
和
食
ブ
ー
ム
の
他
、
訪
日
外
国
人
に
よ
る
安
価
で
美

味
で
良
質
な
日
本
の
食
品
の
体
験
に
加
え
、
一
九
九
五

年
に
比
べ
て
半
分
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
円
安
（
購
買

力
ベ
ー
ス
）
が
牽
引
し
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。
零
細

な
輸
出
業
者
が
多
い
こ
と
も
踏
ま
え
、
一
過
性
の
も
の

と
し
な
い
政
策
が
必
要
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
需
要
に
対
応
し
た
品
種
開
発
や
農
法
は
農

学
（
生
産
農
学
）
の
対
象
で
あ
る
。
土
地
改
良
は
土
地

に
合
体
し
た
耐
用
年
数
の
長
い
投
資
で
あ
り
、
生
産
物

の
多
様
化
や
高
質
化
の
テ
ン
ポ
に
合
わ
せ
る
困
難
は
大

き
く
、
十
分
な
技
術
的
見
通
し
と
開
発
方
針
を
持
た
な

い
と
陳
腐
化
し
て
し
ま
う
。
農
学
技
術
と
の
よ
り
深
い

連
携
の
上
で
土
地
改
良
の
技
術
開
発
が
必
要
と
な
る
。

3 

生
産
要
素
の
質
的
な
向
上

　
供
給
サ
イ
ド
か
ら
生
産
性
の
向
上
を
考
え
る
と
、
生

産
要
素
の
量
的
増
加
か
質
的
向
上
が
必
要
で
あ
る
。
量

的
増
加
で
は
農
業
労
働
は
減
少
し
、
労
働
を
補
う
機
械

化
な
ど
に
必
要
な
投
資
も
頭
打
ち
で
あ
る（
注
2
）。
土
地

改
良
は
多
面
的
な
機
能
も
あ
っ
て
公
的
資
金
が
大
き
な

役
割
を
占
め
る
。
二
〇
一
〇
年
度
予
算
の
大
幅
な
減
額

後
に
、
進
藤
議
員
の
貢
献
も
あ
っ
て
持
ち
直
し
て
い
る

も
の
の（
注
2
）、
厳
し
い
予
算
制
約
下
で
投
資
額
の
維
持
・

増
加
が
危
惧
さ
れ
る
。

　
一
方
、
生
産
要
素
の
質
的
向
上
は
、
技
術
の
進
歩
、

無
形
資
本
の
蓄
積
、
労
働
者
の
ス
キ
ル
向
上
、
経
営
効

率
や
組
織
運
営
効
率
の
改
善
な
ど
で
あ
る
。
経
済
成
長

の
二
大
源
泉
と
さ
れ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン（
技
術
革
新
）

と
人
的
資
本
の
質
的
向
上
が
重
要
と
な
る
。
最
近
の
成

長
戦
略
で
は
デ
ジ
タ
ル
化
投
資
と
グ
リ
ー
ン
投
資
（
脱

炭
素
化
な
ど
の
環
境
配
慮
の
投
資
）
に
力
点
が
置
か
れ

る
。
デ
ジ
タ
ル
化
投
資
は
低
コ
ス
ト
化
や
高
品
質
化
と

い
っ
た
生
産
性
の
向
上
へ
の
寄
与
が
期
待
さ
れ
る
が
、

32
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グ
リ
ー
ン
投
資
は
短
期
的
に
は
生
産
コ
ス
ト
上
昇
に
つ

な
が
る
可
能
性
が
高
い
。
土
地
改
良
も
性
格
の
異
な
る

投
資
を
同
時
に
行
う
こ
と
に
な
る
。
グ
リ
ー
ン
投
資
は

本
コ
ラ
ム
29
で
も
論
じ
た
の
で
今
回
は
デ
ジ
タ
ル
化
投

資
を
考
え
よ
う
。

4 

デ
ジ
タ
ル
化
投
資
と
土
地
改
良

　
デ
ジ
タ
ル
化
に
は
事
務
処
理
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
機
械

の
デ
ジ
タ
ル
化
が
あ
る
。
土
地
改
良
実
施
に
係
る
公
的

な
手
続
も
多
い
の
で
前
者
は
重
要
で
あ
る
。
一
方
、
機

械
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
生
産
現
場
の
無
人
化
と
安
定
化
を

実
現
し
全
体
の
生
産
性
を
高
め
る
。
こ
の
た
め
に
は
、

有
形
の
物
理
的
施
設
と
無
形
の
サ
イ
バ
ー
空
間
（
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
仮
想
的
な
空
間
）
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
結
ば
れ
相
互
に
制
御（
I
O
T
化
）

す
る
必
要
が
あ
る
。
農
業
で
は
、
圃
場
の
水
分
量
や
土

壌
や
気
温
な
ど
の
情
報
を
セ
ン
サ
ー
で
集
め
て
、
農
作

物
に
適
切
な
時
期
に
最
適
な
水
や
肥
料
の
供
給
を
遠
隔

操
作
や
自
動
管
理
す
る
。
更
に
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
な
ど

に
よ
り
省
力
化
す
る
ス
マ
ー
ト
農
業
が
実
現
す
る
。
土

地
改
良
は
水
源
か
ら
圃
場
レ
ベ
ル
の
施
設
に
よ
る
水
管

理
を
制
御
し
、
A
I
（
人
工
知
能
）
を
使
っ
た
自
動
管

理
に
進
む
。

　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
視
点
か
ら
考
え
る
と
、
機
械
の

デ
ジ
タ
ル
化
に
合
わ
せ
て
、
土
地
改
良
事
業
計
画
、
水

源
施
設
、
圃
場
設
備
な
ど
の
技
術
開
発
が
必
要
に
な
る
。

人
的
資
本
の
質
的
向
上
の
視
点
か
ら
は
、
有
形
と
無
形

の
空
間
を
一
貫
し
て
上
手
に
組
み
合
わ
せ
る
「
つ
な
ぐ

人
材
」
の
育
成
が
急
務
で
あ
る
。
土
地
改
良
施
設
と
そ

の
運
用
も
知
り
つ
つ
、
急
速
に
進
む
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

開
発
に
も
対
応
で
き
る
人
材
で
あ
る
。
特
に
シ
ス
テ
ム

を
直
接
使
用
す
る
土
地
改
良
区
の
人
材
が
問
わ
れ
る
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
技
術
は
専
門
性
が
高
く
、
技
術
進
歩
が

著
し
く
速
い
の
で
、
新
卒
未
経
験
者
に
対
す
る
O
J
T

（
職
場
内
訓
練
）
な
ど
の
長
期
の
組
織
内
教
育
訓
練
に

よ
る
人
材
育
成
で
は
時
間
が
か
か
る
。
当
面
は
ジ
ョ
ブ

型
雇
用（
注
3
）
で
補
い
な
が
ら
、
職
務
内
容
を
明
確
に
し

て
適
材
を
配
置
し
リ
ス
キ
ン
グ
（
学
び
直
し
）
を
す
る

こ
と
に
な
る
。
地
域
の
大
学
な
ど
と
の
協
力
、
都
道
府

県
土
地
連
で
の
専
門
技
術
者
の
配
置
や
リ
ス
キ
ン
グ
教

育
、
全
国
ベ
ー
ス
の
長
期
研
修
な
ど
の
検
討
も
必
要
と

な
る
。

5 

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
に
適
し
た
農
村
づ
く
り

　
本
シ
リ
ー
ズ
25
と
27
で
、
人
流
を
阻
む
コ
ロ
ナ
禍
が

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
普
及
を
加
速
化
さ
せ
、
地
価
が
安
く

広
々
と
し
た
居
住
空
間
で
自
宅
療
養
や
子
育
て
も
容
易

な
地
方
・
農
村
居
住
に
注
目
が
集
ま
る
と
論
じ
た
。
そ

の
後
も
、
東
京
か
ら
の
転
出
者
の
増
加
が
続
い
て
い
る
。

農
村
は
本
来
農
業
と
い
う
産
業
の
生
産
地
域
に
農
業
就

業
者
の
住
居
が
付
帯
し
て
い
る
職
住
隣
接
地
帯
で
あ
る
。

こ
の
地
域
に
農
業
と
直
接
関
係
の
な
い
産
業
立
地
や

人
々
の
居
住
を
推
進
す
る
政
策
は
、
昭
和
四
十
六
年
の

「
農
村
地
域
工
業
等
導
入
促
進
法
」（
現
「
農
村
地
域
へ

の
産
業
の
導
入
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
」（
農
村
産

業
法
））
に
始
ま
り
、農
村
整
備
事
業
の
創
設
か
ら
「
誰

で
も
住
ん
で
み
た
い
村
に
」
と
い
う
標
語
に
至
る
。

　
従
来
、
農
地
を
主
体
と
し
た
土
地
利
用
計
画
、
土
地

改
良
イ
ン
フ
ラ
と
の
調
整
、
脆
弱
な
生
活
関
連
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
を
推
進
さ
れ
た
。
更
に
デ
ジ
タ
ル
化
の
環
境

整
備
も
加
わ
る
。
岸
田
政
権
の
言
う
デ
ジ
タ
ル
田
園
都

市
構
想
に
通
じ
る
。

6 

進
藤
か
ね
ひ
こ
の
時
代

　
二
期
目
の
進
藤
議
員
が
担
う
土
地
改
良
を
通
じ
た
強

い
農
業
と
豊
か
な
農
村
の
実
現
は
、
大
技
術
変
革
と

待
っ
た
な
し
の
構
造
変
革（
注
4
）
が
眼
前
に
控
え
る
中
で

行
わ
れ
る
。
何
よ
り
も
土
地
改
良
技
術
と
ソ
フ
ト
ス
キ

ル
も
含
む
他
分
野
の
技
術
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

必
要
に
な
る
。
事
業
制
度
も
農
村
整
備
制
度
が
発
足
し

た
昭
和
四
十
年
代
後
半
以
来
の
大
変
革
に
な
る
だ
ろ
う
。

土
地
改
良
関
係
者
の
奮
起
が
期
待
さ
れ
る
。

【
注
1
】
付
加
価
値
と
は
、
生
産
過
程
で
新
た
に
加
え
ら
れ
た
価
値
で
、

総
生
産
額
か
ら
原
材
料
費
・
燃
料
費
な
ど
と
減
価
償
却
費
を
差
し
引
い

た
人
件
費
・
利
子
・
利
潤
の
合
計
に
な
る
。

【
注
2
】
二
〇
二
一
年
三
月
に
公
表
さ
れ
た
農
業
・
食
料
産
業
の
経
済
計

算
（
概
算
）
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
一
年
に
対
し
二
〇
一
九
年
の
概
算
実

質
値
を
比
較
す
る
と
、
農
機
具
で
九
一
・
七
%
、
土
地
改
良
一
一
七
・
六

%
で
あ
る
。

【
注
3
】
ジ
ョ
ブ
型
雇
用
と
は
、
企
業
が
職
務
内
容
な
ど
を
明
確
に
決
め

て
雇
用
契
約
を
結
び
、
そ
の
契
約
の
範
囲
内
の
み
で
働
く
制
度
で
、
欧

米
諸
国
で
一
般
的
と
さ
れ
る
。
日
本
で
は
社
員
評
価
を
労
働
時
間
で
は

な
く
成
果
で
評
価
す
る
場
合
に
も
採
用
さ
れ
る
。
職
務
を
限
定
せ
ず
新

卒
で
正
社
員
を
一
括
採
用
す
る
雇
用
シ
ス
テ
ム
（
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
型
）

は
日
本
独
特
の
も
の
だ
と
言
わ
れ
る
。

【
注
4
】
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
よ
れ
ば
、
二
〇
二
〇
年
で
は
、
ふ
だ
ん
仕

事
と
し
て
主
に
自
営
農
業
に
従
事
し
て
い
る
基
幹
的
農
業
従
事
者
は

一
三
六
万
人
で
一
〇
年
前
に
比
べ
約
半
数
に
な
り
、
う
ち
六
五
歳
以
上

は
九
四
・
九
%
で
あ
る
。
一
方
、
五
年
間
の
販
売
金
額
規
模
別
の
農
業
経

営
体
数
は
、
三
、〇
〇
〇
万
円
以
下
は
全
て
減
少
し
、
三
、〇
〇
〇
万
円

以
上
は
約
一
〇
%
以
上
増
加
し
て
い
る
。

【
参
考
引
用
文
献
】

• 

柴
田
友
厚
：
現
場
の
全
体
最
適
化
を
狙
え
、
日
本
経
済
新
聞
（
朝
刊
）、

二
〇
二
二
年
一
月
三
十
一
日

• 

森
川
博
之
：
気
づ
き
と
共
感
が
価
値
の
源
泉
、
日
本
経
済
新
聞
（
朝

刊
）、
二
〇
二
二
年
二
月
二
日

• 

大
湾
秀
雄
：
人
的
資
本
投
資
の
増
大
促
進
も
、
日
本
経
済
新
聞
（
朝

刊
）、
二
〇
二
二
年
二
月
九
日
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1 

土
地
改
良
の
本
質

　
六
年
程
前
に
旧
知
の
進
藤
か
ね
ひ
こ
氏
が
参
議
院
議

員
に
初
当
選
し
た
こ
と
を
契
機
に
、本
コ
ラ
ム
11
で「
土

地
改
良
投
資
の
ゆ
く
え
│
進
藤
か
ね
ひ
こ
の
時
代
│
」

を
論
じ
た
。
二
期
目
を
目
指
す
進
藤
氏
に
は
更
な
る
時

代
変
革
が
待
っ
て
い
る
。
民
主
主
義
と
専
制
主
義
の
対

立
、日
本
の
経
済
的
停
滞
の
行
く
末
、大
災
害
や
感
染
症

の
蔓
延
、地
球
環
境
問
題
、急
激
な
技
術
革
新
な
ど
の
時

代
状
況
に
あ
っ
て
土
地
改
良
を
背
負
う
こ
と
に
な
る
。

　
土
地
改
良
の
本
質
は
農
業
と
い
う
産
業
の
設
備
投
資

で
、
農
業
の
生
産
性
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、
経
済
成

長
に
寄
与
し
豊
か
な
社
会
を
実
現
す
る
。
生
産
性
と
は

農
産
物
の
価
値
（
付
加
価
値（
注
1
））
を
投
入
さ
れ
た
生

産
要
素
の
額
で
除
し
た
も
の
で
あ
る
。
生
産
要
素
に
は
、

土
地
な
ど
の
天
然
資
源
と
農
業
機
械
や
土
地
改
良
の
よ

う
な
資
本
と
労
働
が
あ
る
。
今
回
は
土
地
改
良
投
資
の

ゆ
く
え
を
本
質
を
見
据
え
な
が
ら
論
じ
る
。

2 

需
要
の
変
化
を
見
据
え
た
技
術
開
発

　
市
場
経
済
で
は
需
要
に
応
じ
て
供
給
が
あ
る
の
だ
か

ら
、
先
ず
需
要
サ
イ
ド
か
ら
農
業
の
生
産
性
を
考
え
る
。

生
産
性
の
計
算
で
分
子
に
当
た
る
付
加
価
値
額
は
、
農

産
物
の
販
売
数
量
と
単
価
に
よ
る
。
国
内
の
販
売
数
量

は
人
口
減
少
期
で
期
待
で
き
な
い
が
、
消
費
者
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
多
様
で
高
品
質
な
農
産
物
が
安
定
的
に
供

給
さ
れ
れ
ば
、
農
業
者
の
よ
り
高
い
評
価
と
単
価
で
安

定
的
に
農
産
物
を
販
売
で
き
る
。

　
農
産
物
の
輸
出
増
加
は
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
成
長

や
和
食
ブ
ー
ム
の
他
、
訪
日
外
国
人
に
よ
る
安
価
で
美

味
で
良
質
な
日
本
の
食
品
の
体
験
に
加
え
、
一
九
九
五

年
に
比
べ
て
半
分
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
円
安
（
購
買

力
ベ
ー
ス
）
が
牽
引
し
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。
零
細

な
輸
出
業
者
が
多
い
こ
と
も
踏
ま
え
、
一
過
性
の
も
の

と
し
な
い
政
策
が
必
要
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
需
要
に
対
応
し
た
品
種
開
発
や
農
法
は
農

学
（
生
産
農
学
）
の
対
象
で
あ
る
。
土
地
改
良
は
土
地

に
合
体
し
た
耐
用
年
数
の
長
い
投
資
で
あ
り
、
生
産
物

の
多
様
化
や
高
質
化
の
テ
ン
ポ
に
合
わ
せ
る
困
難
は
大

き
く
、
十
分
な
技
術
的
見
通
し
と
開
発
方
針
を
持
た
な

い
と
陳
腐
化
し
て
し
ま
う
。
農
学
技
術
と
の
よ
り
深
い

連
携
の
上
で
土
地
改
良
の
技
術
開
発
が
必
要
と
な
る
。

3 

生
産
要
素
の
質
的
な
向
上

　
供
給
サ
イ
ド
か
ら
生
産
性
の
向
上
を
考
え
る
と
、
生

産
要
素
の
量
的
増
加
か
質
的
向
上
が
必
要
で
あ
る
。
量

的
増
加
で
は
農
業
労
働
は
減
少
し
、
労
働
を
補
う
機
械

化
な
ど
に
必
要
な
投
資
も
頭
打
ち
で
あ
る（
注
2
）。
土
地

改
良
は
多
面
的
な
機
能
も
あ
っ
て
公
的
資
金
が
大
き
な

役
割
を
占
め
る
。
二
〇
一
〇
年
度
予
算
の
大
幅
な
減
額

後
に
、
進
藤
議
員
の
貢
献
も
あ
っ
て
持
ち
直
し
て
い
る

も
の
の（
注
2
）、
厳
し
い
予
算
制
約
下
で
投
資
額
の
維
持
・

増
加
が
危
惧
さ
れ
る
。

　
一
方
、
生
産
要
素
の
質
的
向
上
は
、
技
術
の
進
歩
、

無
形
資
本
の
蓄
積
、
労
働
者
の
ス
キ
ル
向
上
、
経
営
効

率
や
組
織
運
営
効
率
の
改
善
な
ど
で
あ
る
。
経
済
成
長

の
二
大
源
泉
と
さ
れ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン（
技
術
革
新
）

と
人
的
資
本
の
質
的
向
上
が
重
要
と
な
る
。
最
近
の
成

長
戦
略
で
は
デ
ジ
タ
ル
化
投
資
と
グ
リ
ー
ン
投
資
（
脱

炭
素
化
な
ど
の
環
境
配
慮
の
投
資
）
に
力
点
が
置
か
れ

る
。
デ
ジ
タ
ル
化
投
資
は
低
コ
ス
ト
化
や
高
品
質
化
と

い
っ
た
生
産
性
の
向
上
へ
の
寄
与
が
期
待
さ
れ
る
が
、
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グ
リ
ー
ン
投
資
は
短
期
的
に
は
生
産
コ
ス
ト
上
昇
に
つ

な
が
る
可
能
性
が
高
い
。
土
地
改
良
も
性
格
の
異
な
る

投
資
を
同
時
に
行
う
こ
と
に
な
る
。
グ
リ
ー
ン
投
資
は

本
コ
ラ
ム
29
で
も
論
じ
た
の
で
今
回
は
デ
ジ
タ
ル
化
投

資
を
考
え
よ
う
。

4 
デ
ジ
タ
ル
化
投
資
と
土
地
改
良

　
デ
ジ
タ
ル
化
に
は
事
務
処
理
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
機
械

の
デ
ジ
タ
ル
化
が
あ
る
。
土
地
改
良
実
施
に
係
る
公
的

な
手
続
も
多
い
の
で
前
者
は
重
要
で
あ
る
。
一
方
、
機

械
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
生
産
現
場
の
無
人
化
と
安
定
化
を

実
現
し
全
体
の
生
産
性
を
高
め
る
。
こ
の
た
め
に
は
、

有
形
の
物
理
的
施
設
と
無
形
の
サ
イ
バ
ー
空
間
（
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
仮
想
的
な
空
間
）
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
結
ば
れ
相
互
に
制
御（
I
O
T
化
）

す
る
必
要
が
あ
る
。
農
業
で
は
、
圃
場
の
水
分
量
や
土

壌
や
気
温
な
ど
の
情
報
を
セ
ン
サ
ー
で
集
め
て
、
農
作

物
に
適
切
な
時
期
に
最
適
な
水
や
肥
料
の
供
給
を
遠
隔

操
作
や
自
動
管
理
す
る
。
更
に
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
な
ど

に
よ
り
省
力
化
す
る
ス
マ
ー
ト
農
業
が
実
現
す
る
。
土

地
改
良
は
水
源
か
ら
圃
場
レ
ベ
ル
の
施
設
に
よ
る
水
管

理
を
制
御
し
、
A
I
（
人
工
知
能
）
を
使
っ
た
自
動
管

理
に
進
む
。

　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
視
点
か
ら
考
え
る
と
、
機
械
の

デ
ジ
タ
ル
化
に
合
わ
せ
て
、
土
地
改
良
事
業
計
画
、
水

源
施
設
、
圃
場
設
備
な
ど
の
技
術
開
発
が
必
要
に
な
る
。

人
的
資
本
の
質
的
向
上
の
視
点
か
ら
は
、
有
形
と
無
形

の
空
間
を
一
貫
し
て
上
手
に
組
み
合
わ
せ
る
「
つ
な
ぐ

人
材
」
の
育
成
が
急
務
で
あ
る
。
土
地
改
良
施
設
と
そ

の
運
用
も
知
り
つ
つ
、
急
速
に
進
む
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

開
発
に
も
対
応
で
き
る
人
材
で
あ
る
。
特
に
シ
ス
テ
ム

を
直
接
使
用
す
る
土
地
改
良
区
の
人
材
が
問
わ
れ
る
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
技
術
は
専
門
性
が
高
く
、
技
術
進
歩
が

著
し
く
速
い
の
で
、
新
卒
未
経
験
者
に
対
す
る
O
J
T

（
職
場
内
訓
練
）
な
ど
の
長
期
の
組
織
内
教
育
訓
練
に

よ
る
人
材
育
成
で
は
時
間
が
か
か
る
。
当
面
は
ジ
ョ
ブ

型
雇
用（
注
3
）
で
補
い
な
が
ら
、
職
務
内
容
を
明
確
に
し

て
適
材
を
配
置
し
リ
ス
キ
ン
グ
（
学
び
直
し
）
を
す
る

こ
と
に
な
る
。
地
域
の
大
学
な
ど
と
の
協
力
、
都
道
府

県
土
地
連
で
の
専
門
技
術
者
の
配
置
や
リ
ス
キ
ン
グ
教

育
、
全
国
ベ
ー
ス
の
長
期
研
修
な
ど
の
検
討
も
必
要
と

な
る
。

5 

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
に
適
し
た
農
村
づ
く
り

　
本
シ
リ
ー
ズ
25
と
27
で
、
人
流
を
阻
む
コ
ロ
ナ
禍
が

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
普
及
を
加
速
化
さ
せ
、
地
価
が
安
く

広
々
と
し
た
居
住
空
間
で
自
宅
療
養
や
子
育
て
も
容
易

な
地
方
・
農
村
居
住
に
注
目
が
集
ま
る
と
論
じ
た
。
そ

の
後
も
、
東
京
か
ら
の
転
出
者
の
増
加
が
続
い
て
い
る
。

農
村
は
本
来
農
業
と
い
う
産
業
の
生
産
地
域
に
農
業
就

業
者
の
住
居
が
付
帯
し
て
い
る
職
住
隣
接
地
帯
で
あ
る
。

こ
の
地
域
に
農
業
と
直
接
関
係
の
な
い
産
業
立
地
や

人
々
の
居
住
を
推
進
す
る
政
策
は
、
昭
和
四
十
六
年
の

「
農
村
地
域
工
業
等
導
入
促
進
法
」（
現
「
農
村
地
域
へ

の
産
業
の
導
入
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
」（
農
村
産

業
法
））
に
始
ま
り
、農
村
整
備
事
業
の
創
設
か
ら
「
誰

で
も
住
ん
で
み
た
い
村
に
」
と
い
う
標
語
に
至
る
。

　
従
来
、
農
地
を
主
体
と
し
た
土
地
利
用
計
画
、
土
地

改
良
イ
ン
フ
ラ
と
の
調
整
、
脆
弱
な
生
活
関
連
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
を
推
進
さ
れ
た
。
更
に
デ
ジ
タ
ル
化
の
環
境

整
備
も
加
わ
る
。
岸
田
政
権
の
言
う
デ
ジ
タ
ル
田
園
都

市
構
想
に
通
じ
る
。

6 

進
藤
か
ね
ひ
こ
の
時
代

　
二
期
目
の
進
藤
議
員
が
担
う
土
地
改
良
を
通
じ
た
強

い
農
業
と
豊
か
な
農
村
の
実
現
は
、
大
技
術
変
革
と

待
っ
た
な
し
の
構
造
変
革（
注
4
）
が
眼
前
に
控
え
る
中
で

行
わ
れ
る
。
何
よ
り
も
土
地
改
良
技
術
と
ソ
フ
ト
ス
キ

ル
も
含
む
他
分
野
の
技
術
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

必
要
に
な
る
。
事
業
制
度
も
農
村
整
備
制
度
が
発
足
し

た
昭
和
四
十
年
代
後
半
以
来
の
大
変
革
に
な
る
だ
ろ
う
。

土
地
改
良
関
係
者
の
奮
起
が
期
待
さ
れ
る
。

【
注
1
】
付
加
価
値
と
は
、
生
産
過
程
で
新
た
に
加
え
ら
れ
た
価
値
で
、

総
生
産
額
か
ら
原
材
料
費
・
燃
料
費
な
ど
と
減
価
償
却
費
を
差
し
引
い

た
人
件
費
・
利
子
・
利
潤
の
合
計
に
な
る
。

【
注
2
】
二
〇
二
一
年
三
月
に
公
表
さ
れ
た
農
業
・
食
料
産
業
の
経
済
計

算
（
概
算
）
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
一
年
に
対
し
二
〇
一
九
年
の
概
算
実

質
値
を
比
較
す
る
と
、
農
機
具
で
九
一
・
七
%
、
土
地
改
良
一
一
七
・
六

%
で
あ
る
。

【
注
3
】
ジ
ョ
ブ
型
雇
用
と
は
、
企
業
が
職
務
内
容
な
ど
を
明
確
に
決
め

て
雇
用
契
約
を
結
び
、
そ
の
契
約
の
範
囲
内
の
み
で
働
く
制
度
で
、
欧

米
諸
国
で
一
般
的
と
さ
れ
る
。
日
本
で
は
社
員
評
価
を
労
働
時
間
で
は

な
く
成
果
で
評
価
す
る
場
合
に
も
採
用
さ
れ
る
。
職
務
を
限
定
せ
ず
新

卒
で
正
社
員
を
一
括
採
用
す
る
雇
用
シ
ス
テ
ム
（
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
型
）

は
日
本
独
特
の
も
の
だ
と
言
わ
れ
る
。

【
注
4
】
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
よ
れ
ば
、
二
〇
二
〇
年
で
は
、
ふ
だ
ん
仕

事
と
し
て
主
に
自
営
農
業
に
従
事
し
て
い
る
基
幹
的
農
業
従
事
者
は

一
三
六
万
人
で
一
〇
年
前
に
比
べ
約
半
数
に
な
り
、
う
ち
六
五
歳
以
上

は
九
四
・
九
%
で
あ
る
。
一
方
、
五
年
間
の
販
売
金
額
規
模
別
の
農
業
経

営
体
数
は
、
三
、〇
〇
〇
万
円
以
下
は
全
て
減
少
し
、
三
、〇
〇
〇
万
円

以
上
は
約
一
〇
%
以
上
増
加
し
て
い
る
。

【
参
考
引
用
文
献
】

• 

柴
田
友
厚
：
現
場
の
全
体
最
適
化
を
狙
え
、
日
本
経
済
新
聞
（
朝
刊
）、

二
〇
二
二
年
一
月
三
十
一
日

• 

森
川
博
之
：
気
づ
き
と
共
感
が
価
値
の
源
泉
、
日
本
経
済
新
聞
（
朝

刊
）、
二
〇
二
二
年
二
月
二
日

• 

大
湾
秀
雄
：
人
的
資
本
投
資
の
増
大
促
進
も
、
日
本
経
済
新
聞
（
朝

刊
）、
二
〇
二
二
年
二
月
九
日

土地改良・切り語り

1 

土
地
改
良
の
本
質

　
六
年
程
前
に
旧
知
の
進
藤
か
ね
ひ
こ
氏
が
参
議
院
議

員
に
初
当
選
し
た
こ
と
を
契
機
に
、本
コ
ラ
ム
11
で「
土

地
改
良
投
資
の
ゆ
く
え
│
進
藤
か
ね
ひ
こ
の
時
代
│
」

を
論
じ
た
。
二
期
目
を
目
指
す
進
藤
氏
に
は
更
な
る
時

代
変
革
が
待
っ
て
い
る
。
民
主
主
義
と
専
制
主
義
の
対

立
、日
本
の
経
済
的
停
滞
の
行
く
末
、大
災
害
や
感
染
症

の
蔓
延
、地
球
環
境
問
題
、急
激
な
技
術
革
新
な
ど
の
時

代
状
況
に
あ
っ
て
土
地
改
良
を
背
負
う
こ
と
に
な
る
。

　
土
地
改
良
の
本
質
は
農
業
と
い
う
産
業
の
設
備
投
資

で
、
農
業
の
生
産
性
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、
経
済
成

長
に
寄
与
し
豊
か
な
社
会
を
実
現
す
る
。
生
産
性
と
は

農
産
物
の
価
値
（
付
加
価
値（
注
1
））
を
投
入
さ
れ
た
生

産
要
素
の
額
で
除
し
た
も
の
で
あ
る
。
生
産
要
素
に
は
、

土
地
な
ど
の
天
然
資
源
と
農
業
機
械
や
土
地
改
良
の
よ

う
な
資
本
と
労
働
が
あ
る
。
今
回
は
土
地
改
良
投
資
の

ゆ
く
え
を
本
質
を
見
据
え
な
が
ら
論
じ
る
。

2 

需
要
の
変
化
を
見
据
え
た
技
術
開
発

　
市
場
経
済
で
は
需
要
に
応
じ
て
供
給
が
あ
る
の
だ
か

ら
、
先
ず
需
要
サ
イ
ド
か
ら
農
業
の
生
産
性
を
考
え
る
。

生
産
性
の
計
算
で
分
子
に
当
た
る
付
加
価
値
額
は
、
農

産
物
の
販
売
数
量
と
単
価
に
よ
る
。
国
内
の
販
売
数
量

は
人
口
減
少
期
で
期
待
で
き
な
い
が
、
消
費
者
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
多
様
で
高
品
質
な
農
産
物
が
安
定
的
に
供

給
さ
れ
れ
ば
、
農
業
者
の
よ
り
高
い
評
価
と
単
価
で
安

定
的
に
農
産
物
を
販
売
で
き
る
。

　
農
産
物
の
輸
出
増
加
は
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
成
長

や
和
食
ブ
ー
ム
の
他
、
訪
日
外
国
人
に
よ
る
安
価
で
美

味
で
良
質
な
日
本
の
食
品
の
体
験
に
加
え
、
一
九
九
五

年
に
比
べ
て
半
分
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
円
安
（
購
買

力
ベ
ー
ス
）
が
牽
引
し
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。
零
細

な
輸
出
業
者
が
多
い
こ
と
も
踏
ま
え
、
一
過
性
の
も
の

と
し
な
い
政
策
が
必
要
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
需
要
に
対
応
し
た
品
種
開
発
や
農
法
は
農

学
（
生
産
農
学
）
の
対
象
で
あ
る
。
土
地
改
良
は
土
地

に
合
体
し
た
耐
用
年
数
の
長
い
投
資
で
あ
り
、
生
産
物

の
多
様
化
や
高
質
化
の
テ
ン
ポ
に
合
わ
せ
る
困
難
は
大

き
く
、
十
分
な
技
術
的
見
通
し
と
開
発
方
針
を
持
た
な

い
と
陳
腐
化
し
て
し
ま
う
。
農
学
技
術
と
の
よ
り
深
い

連
携
の
上
で
土
地
改
良
の
技
術
開
発
が
必
要
と
な
る
。

3 

生
産
要
素
の
質
的
な
向
上

　
供
給
サ
イ
ド
か
ら
生
産
性
の
向
上
を
考
え
る
と
、
生

産
要
素
の
量
的
増
加
か
質
的
向
上
が
必
要
で
あ
る
。
量

的
増
加
で
は
農
業
労
働
は
減
少
し
、
労
働
を
補
う
機
械

化
な
ど
に
必
要
な
投
資
も
頭
打
ち
で
あ
る（
注
2
）。
土
地

改
良
は
多
面
的
な
機
能
も
あ
っ
て
公
的
資
金
が
大
き
な

役
割
を
占
め
る
。
二
〇
一
〇
年
度
予
算
の
大
幅
な
減
額

後
に
、
進
藤
議
員
の
貢
献
も
あ
っ
て
持
ち
直
し
て
い
る

も
の
の（
注
2
）、
厳
し
い
予
算
制
約
下
で
投
資
額
の
維
持
・

増
加
が
危
惧
さ
れ
る
。

　
一
方
、
生
産
要
素
の
質
的
向
上
は
、
技
術
の
進
歩
、

無
形
資
本
の
蓄
積
、
労
働
者
の
ス
キ
ル
向
上
、
経
営
効

率
や
組
織
運
営
効
率
の
改
善
な
ど
で
あ
る
。
経
済
成
長

の
二
大
源
泉
と
さ
れ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン（
技
術
革
新
）

と
人
的
資
本
の
質
的
向
上
が
重
要
と
な
る
。
最
近
の
成

長
戦
略
で
は
デ
ジ
タ
ル
化
投
資
と
グ
リ
ー
ン
投
資
（
脱

炭
素
化
な
ど
の
環
境
配
慮
の
投
資
）
に
力
点
が
置
か
れ

る
。
デ
ジ
タ
ル
化
投
資
は
低
コ
ス
ト
化
や
高
品
質
化
と

い
っ
た
生
産
性
の
向
上
へ
の
寄
与
が
期
待
さ
れ
る
が
、
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土地改良・切り語り
グ
リ
ー
ン
投
資
は
短
期
的
に
は
生
産
コ
ス
ト
上
昇
に
つ

な
が
る
可
能
性
が
高
い
。
土
地
改
良
も
性
格
の
異
な
る

投
資
を
同
時
に
行
う
こ
と
に
な
る
。
グ
リ
ー
ン
投
資
は

本
コ
ラ
ム
29
で
も
論
じ
た
の
で
今
回
は
デ
ジ
タ
ル
化
投

資
を
考
え
よ
う
。

4 
デ
ジ
タ
ル
化
投
資
と
土
地
改
良

　
デ
ジ
タ
ル
化
に
は
事
務
処
理
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
機
械

の
デ
ジ
タ
ル
化
が
あ
る
。
土
地
改
良
実
施
に
係
る
公
的

な
手
続
も
多
い
の
で
前
者
は
重
要
で
あ
る
。
一
方
、
機

械
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
生
産
現
場
の
無
人
化
と
安
定
化
を

実
現
し
全
体
の
生
産
性
を
高
め
る
。
こ
の
た
め
に
は
、

有
形
の
物
理
的
施
設
と
無
形
の
サ
イ
バ
ー
空
間
（
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
仮
想
的
な
空
間
）
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
結
ば
れ
相
互
に
制
御（
I
O
T
化
）

す
る
必
要
が
あ
る
。
農
業
で
は
、
圃
場
の
水
分
量
や
土

壌
や
気
温
な
ど
の
情
報
を
セ
ン
サ
ー
で
集
め
て
、
農
作

物
に
適
切
な
時
期
に
最
適
な
水
や
肥
料
の
供
給
を
遠
隔

操
作
や
自
動
管
理
す
る
。
更
に
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
な
ど

に
よ
り
省
力
化
す
る
ス
マ
ー
ト
農
業
が
実
現
す
る
。
土

地
改
良
は
水
源
か
ら
圃
場
レ
ベ
ル
の
施
設
に
よ
る
水
管

理
を
制
御
し
、
A
I
（
人
工
知
能
）
を
使
っ
た
自
動
管

理
に
進
む
。

　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
視
点
か
ら
考
え
る
と
、
機
械
の

デ
ジ
タ
ル
化
に
合
わ
せ
て
、
土
地
改
良
事
業
計
画
、
水

源
施
設
、
圃
場
設
備
な
ど
の
技
術
開
発
が
必
要
に
な
る
。

人
的
資
本
の
質
的
向
上
の
視
点
か
ら
は
、
有
形
と
無
形

の
空
間
を
一
貫
し
て
上
手
に
組
み
合
わ
せ
る
「
つ
な
ぐ

人
材
」
の
育
成
が
急
務
で
あ
る
。
土
地
改
良
施
設
と
そ

の
運
用
も
知
り
つ
つ
、
急
速
に
進
む
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

開
発
に
も
対
応
で
き
る
人
材
で
あ
る
。
特
に
シ
ス
テ
ム

を
直
接
使
用
す
る
土
地
改
良
区
の
人
材
が
問
わ
れ
る
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
技
術
は
専
門
性
が
高
く
、
技
術
進
歩
が

著
し
く
速
い
の
で
、
新
卒
未
経
験
者
に
対
す
る
O
J
T

（
職
場
内
訓
練
）
な
ど
の
長
期
の
組
織
内
教
育
訓
練
に

よ
る
人
材
育
成
で
は
時
間
が
か
か
る
。
当
面
は
ジ
ョ
ブ

型
雇
用（
注
3
）
で
補
い
な
が
ら
、
職
務
内
容
を
明
確
に
し

て
適
材
を
配
置
し
リ
ス
キ
ン
グ
（
学
び
直
し
）
を
す
る

こ
と
に
な
る
。
地
域
の
大
学
な
ど
と
の
協
力
、
都
道
府

県
土
地
連
で
の
専
門
技
術
者
の
配
置
や
リ
ス
キ
ン
グ
教

育
、
全
国
ベ
ー
ス
の
長
期
研
修
な
ど
の
検
討
も
必
要
と

な
る
。

5 

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
に
適
し
た
農
村
づ
く
り

　
本
シ
リ
ー
ズ
25
と
27
で
、
人
流
を
阻
む
コ
ロ
ナ
禍
が

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
普
及
を
加
速
化
さ
せ
、
地
価
が
安
く

広
々
と
し
た
居
住
空
間
で
自
宅
療
養
や
子
育
て
も
容
易

な
地
方
・
農
村
居
住
に
注
目
が
集
ま
る
と
論
じ
た
。
そ

の
後
も
、
東
京
か
ら
の
転
出
者
の
増
加
が
続
い
て
い
る
。

農
村
は
本
来
農
業
と
い
う
産
業
の
生
産
地
域
に
農
業
就

業
者
の
住
居
が
付
帯
し
て
い
る
職
住
隣
接
地
帯
で
あ
る
。

こ
の
地
域
に
農
業
と
直
接
関
係
の
な
い
産
業
立
地
や

人
々
の
居
住
を
推
進
す
る
政
策
は
、
昭
和
四
十
六
年
の

「
農
村
地
域
工
業
等
導
入
促
進
法
」（
現
「
農
村
地
域
へ

の
産
業
の
導
入
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
」（
農
村
産

業
法
））
に
始
ま
り
、農
村
整
備
事
業
の
創
設
か
ら
「
誰

で
も
住
ん
で
み
た
い
村
に
」
と
い
う
標
語
に
至
る
。

　
従
来
、
農
地
を
主
体
と
し
た
土
地
利
用
計
画
、
土
地

改
良
イ
ン
フ
ラ
と
の
調
整
、
脆
弱
な
生
活
関
連
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
を
推
進
さ
れ
た
。
更
に
デ
ジ
タ
ル
化
の
環
境

整
備
も
加
わ
る
。
岸
田
政
権
の
言
う
デ
ジ
タ
ル
田
園
都

市
構
想
に
通
じ
る
。

6 

進
藤
か
ね
ひ
こ
の
時
代

　
二
期
目
の
進
藤
議
員
が
担
う
土
地
改
良
を
通
じ
た
強

い
農
業
と
豊
か
な
農
村
の
実
現
は
、
大
技
術
変
革
と

待
っ
た
な
し
の
構
造
変
革（
注
4
）
が
眼
前
に
控
え
る
中
で

行
わ
れ
る
。
何
よ
り
も
土
地
改
良
技
術
と
ソ
フ
ト
ス
キ

ル
も
含
む
他
分
野
の
技
術
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

必
要
に
な
る
。
事
業
制
度
も
農
村
整
備
制
度
が
発
足
し

た
昭
和
四
十
年
代
後
半
以
来
の
大
変
革
に
な
る
だ
ろ
う
。

土
地
改
良
関
係
者
の
奮
起
が
期
待
さ
れ
る
。

【
注
1
】
付
加
価
値
と
は
、
生
産
過
程
で
新
た
に
加
え
ら
れ
た
価
値
で
、

総
生
産
額
か
ら
原
材
料
費
・
燃
料
費
な
ど
と
減
価
償
却
費
を
差
し
引
い

た
人
件
費
・
利
子
・
利
潤
の
合
計
に
な
る
。

【
注
2
】
二
〇
二
一
年
三
月
に
公
表
さ
れ
た
農
業
・
食
料
産
業
の
経
済
計

算
（
概
算
）
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
一
年
に
対
し
二
〇
一
九
年
の
概
算
実

質
値
を
比
較
す
る
と
、
農
機
具
で
九
一
・
七
%
、
土
地
改
良
一
一
七
・
六

%
で
あ
る
。

【
注
3
】
ジ
ョ
ブ
型
雇
用
と
は
、
企
業
が
職
務
内
容
な
ど
を
明
確
に
決
め

て
雇
用
契
約
を
結
び
、
そ
の
契
約
の
範
囲
内
の
み
で
働
く
制
度
で
、
欧

米
諸
国
で
一
般
的
と
さ
れ
る
。
日
本
で
は
社
員
評
価
を
労
働
時
間
で
は

な
く
成
果
で
評
価
す
る
場
合
に
も
採
用
さ
れ
る
。
職
務
を
限
定
せ
ず
新

卒
で
正
社
員
を
一
括
採
用
す
る
雇
用
シ
ス
テ
ム
（
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
型
）

は
日
本
独
特
の
も
の
だ
と
言
わ
れ
る
。

【
注
4
】
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
よ
れ
ば
、
二
〇
二
〇
年
で
は
、
ふ
だ
ん
仕

事
と
し
て
主
に
自
営
農
業
に
従
事
し
て
い
る
基
幹
的
農
業
従
事
者
は

一
三
六
万
人
で
一
〇
年
前
に
比
べ
約
半
数
に
な
り
、
う
ち
六
五
歳
以
上

は
九
四
・
九
%
で
あ
る
。
一
方
、
五
年
間
の
販
売
金
額
規
模
別
の
農
業
経

営
体
数
は
、
三
、〇
〇
〇
万
円
以
下
は
全
て
減
少
し
、
三
、〇
〇
〇
万
円

以
上
は
約
一
〇
%
以
上
増
加
し
て
い
る
。

【
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田
友
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：
現
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の
全
体
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適
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狙
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日
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湾
秀
雄
：
人
的
資
本
投
資
の
増
大
促
進
も
、
日
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経
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聞
（
朝

刊
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〇
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年
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月
九
日
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